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１． 研究目的 

本学の和服教育は，学祖大妻コタカ先生の残

された被服製作技術の教育を土台としており，

その製作技術の随所に目を見張るものがある．

例えば，和服の形や帯，袋物への工夫は一般に

も広く知られているところである．そこで本研

究では，大妻コタカ先生の被服教育への熱意と

情熱を指導書・教科書から整理し，和服製作技

術への工夫，試行錯誤を解明したいと考えた．

特に，和服裁縫技術に注目してこれらを明確な

形として後世に残すべく，布の裁断をせずに（反

物に鋏みを入れずに）1 枚の長着を製作する方

法を取り上げ，考察することにした． 
  
２． 研究実施内容 

一般に和服製作では，それを構成する多様な

寸法に布を裁断し，各技術の組み合わせによっ

て完成させている．つまり，図 1 に示すような

長大な反物（並幅 [ 約 38cm] 1 反 [ 長さ約

11m60cm]を全部用いて 1 枚のきもの（長着）を

完成させる必要がある． 

大妻コタカ先生の著書 1)～3)の随所にも，その

試行錯誤された裁断方法や裁縫技術が取り上げ

られている．しかし，布の裁断においては，図

の提示と布不足の場合について解説を示すのみ

である．このようなことから，布の裁断手法に

おいては教育の場においても裁断に戸惑うこと 

  
図 1．長着の製作に必要な各布 

 

が多く，問題点も生じやすい．和服は，長い歴

史の中で完成された衣服形態ではあるが，そこ

に至るまでの過程や技法は様々である．本研究

では，特に和服製作（きもの、長着）の分野に

着目するが，布の裁断をせずに長着を製作する

ことに焦点をあて，特徴的な「きもの」の製作

技法の解明を行った． 

 つまり本研究では，和服地として一般的に使

用される絹縮緬地を用いて，布の裁断をせずに、

布の一部を“つまみ縫い”することによって，図

2 に示すような「衿・かけ衿」布の形成に到達

した．続いて，図 3 に示すような「衿－衽」（衿

から続く衽布）のように，「衽」の確保から更に

発展させ，図 4 には，「狭えり」仕立てのきもの

を見出した．しかし，狭えり仕立ての長着 

は標準の長着に比して，えり幅が狭く，改良を 
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  図 2．「つまみ衿」のきもの 

 

    
        図 3．「衿－衽」のきもの 
 

      
     図 4．「狭衿」仕立てのきもの 
 

    図 5．広衿（標準仕立て） 

 

    
    図 6．標準仕立ての長着 
 

要することがわかる． 

図 5 には，きものの標準的な「広衿」仕立て

の衿形状を示している（図中の数字は、衿幅各

部位の標準寸法）．これまでの長着の製作に加え

て，更に，広衿仕立てを目処に，白絹羽二重地

を用いた裏えりを有する標準的な長着裁縫を模

索した．その結果，図 6 に示すように布の裁断

をせずに広えり仕立ての長着製作が可能となっ

た． 
 
３． まとめと今後の課題 

本研究は，和服の縫製技術・技法を客観的に

解明し，後世に伝えるとともに，本学の教育研

究に役立て，今後の家庭科教育，被服構成学分

野に大いに貢献できる手法である． 

本研究の成果は，以下のようにまとめること

ができた． 

⑴ きもの用布地として，並幅 1 反の反物を

用い，裁断は全く行わずに製作した長着

は，裁断して製作した長着に比して，大

差のない見た目の良い広衿仕立ての長着

（きもの）を完成させることができた． 

⑵ 本縫製技術は，きもの着用後に縫いを解

き，別の着物や洋服に仕立て直すことが

できる有用な縫製技術であると判断出来

る．つまり，このことは注目すべき和服
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裁縫技術で有り，応用可能な技術である

ことを実証できた．これは，教育の分野

でも，裁断する時間が不要となり，裁断

ミスの無い有用な技法となり，画期的な

和服裁縫技術といえる． 

⑶ 以上の裁断を行わないで，きもの（長着）

を製作技術は，まさにサスティナブル

（Sustainable=持続可能）きものであ 

り，画期的な手法として考察できる． 
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